
1994年出上の木簡

静
岡
・
梶
子
北
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
静
岡
県
浜
松
市
南
伊
場

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
四
年

（平
６
）
四
月
―

一
九
九
二
年
七
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
⑪
浜
松
市
文
化
協
会

・
浜
松
市
博
物
館

４
　
調
査
担
当
者
　
鈴
木
敏
則

。
鈴
木

一
有

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

・
官
行
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
前
期
―

一
三
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

梶
子
北
遺
跡
の
発
掘
調
査
は
、
県
道
拡
幅
及
び
そ
の
代
替
住
宅
地
造
成
に
伴

っ
て
行
な
わ
れ
た
も
の
で
、
面
積
は

一
三
〇
〇
〇
ポ
に
及
ん
だ
。
本
遺
跡
は
、

浜
松
市
街
地
の
南
西
部
に
広
が

る
沿
岸
平
野
に
位
置
す
る
。

沿
岸
平
野
に
は
、
現
在
で
も

数
条
の
砂
丘

（砂
堤
）
の
跡
と
、

そ
の
間
の
湿
地

（砂
堤
列
間
湿

地
）
の
跡
が
認
め
ら
れ
る
。
最

も
北
側
に
位
置
す
る
第

一
砂
堤

列
は
、
三
方
原
台
地
の
直
下
に

あ
る
。
こ
の
砂
丘
の
南
端
か
ら

南
側
に
広
が
る
砂
堤
列
間
湿
地
に
、
梶
子
北
遺
跡
は
立
地
す
る
。
ま
た
木
簡
が

多
く
出
土
し
た
伊
場

。
城
山
両
遺
跡
は
、
南
方
約
五
Ｏ
Ｏ
ｍ
に
あ
る
第
二
砂
堤

列
と
そ
の
周
辺
に
位
置
す
る
。

今
回
調
査
し
た
梶
子
北
遺
跡
の
調
査
区
の
大
半
は
、
砂
堤
列
間
湿
地
に
あ
た

る
が
、
三
〇
〇
〇
年
前
頃
に
旧
天
竜
川
か
ら
の
大
量
の
洪
水
砂
に
埋
ま
り
、
微

高
地
と
な
っ
た
所
を
含
む
。
調
査
区
は
、
北
が
第

一
砂
堤
列
の
南
端
に
始
ま
り
、

中
央
部
が
後
背
湿
地

（旧
河
道
）、
そ
し
て
南
が
ま
た
微
高
地
に
な
っ
て
い
る
。

後
背
湿
地
は
、
中
世
ま
で
河
道
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
木
簡
は
、
⑭
を

除
き
こ
の
旧
河
道
の
北
側

（第
一
砂
堤
列
南
縁
）
か
ら
出
土
し
た
。
木
簡
０
は
、

他
の
木
簡
が
出
土
し
た
地
点
の
近
く
の
土
坑
か
ら
、
土
製
馬
形
な
ど
の
祭
祀
遺

物
と
共
伴
し
て
出
土
し
た
。
ま
た
同
様
の
文
面
を
も
つ
木
簡
②
も
出
土
位
置
か

ら
見
て
、
本
来
こ
の
土
坑
に
伴
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
調
査
区
の
南
側
の

微
高
地
に
は
、
九
―

一
〇
世
紀
頃
の
棟
を
揃
え
た
掘
立
柱
建
物
群
が
検
出
さ
れ

た
。
郡
衛
に
関
係
す
る
建
物
群
で
あ
ろ
う
が
、
木
簡
が
入
世
紀
代
で
あ
る
の
に

対
し
、
年
代
が
降
る
時
期
の
も
の
で
、
直
接
両
者
を
結
び
つ
け
て
考
え
る
こ
と

は
で
き
な
い
。

そ
の
他
の
文
字
資
料
と
し
て
は
、
墨
書
土
器
が
二
〇
〇
点
前
後
出
土
し
て
い

る
。
大
半
は

「た
」
で
あ
る
が
、
「□
府
」
「南
家
」
「千
刀
自
女
」
「朋
万
」

「万
」
「大
」
「足
」
な
ど
の
文
字
も
あ
る
。
ま
た
郡
衛
関
連
遺
物
と
し
て
は
、

銅
製
の
帯
金
具
も

一
点
出
土
し
て
い
る
。

(浜 松 )



８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容【宜

部
≧

の
残
り
具
合
か
ら
み
て

「宗
」
の
下
に
は
、
九
文
字
程
度
が
続
く
よ
う
だ
が
、

木
衝
自
体
が
下
端
を
欠
損
し
て
い
る
た
め
、
全
体
で
何
文
字
記
さ
れ
て
い
た
か

は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
し
、
裏
面
に
記
さ
れ
た

「大
領
石
山
」
が
、
木
簡
の
下

半
部
に
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
下
端
の
欠
損
は
少
な
い
も
の
と
思

わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
調
は
租
庸
調
の
調
で
、
行
は
役
所
を
示
す
言
葉
で
あ
る
か
ら
、
調

衛
は
調
を
取
り
扱
う
役
所
を
示
す
も
の
だ
ろ
う
か
。
裏
面
に
は
郡
司
の
長
官
を

意
味
す
る

「大
領
」
の
文
字
が
あ
り
、
そ
の
下
に
別
筆
で

「石
山
」
と
自
署
が

あ
る
。
調
衛
の
宗
宜
部
に
命
令
し
た
郡
符
木
簡
、
も
し
く
は
郡
司
が
国
衛
の
調

を
扱
う
施
設
の

「宗
宜
都
」
に
提
出
し
た
郡
解
木
簡
と
解
釈
さ
れ
る
。
①
は
、

奈
良
時
代
の
地
方
行
政
体
系
を
示
す
貴
重
な
資
料
と
思
わ
れ
る
。

②
①
は
同

一
文
面
で
あ
る
。
②
は
完
存
、
①
は
曲
物
底
板
を
転
用
し
た
も
の

で
下
端
が
欠
損
し
て
い
る
。
「中
寸
宗
宜
部
里
秦
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
人
名
が
記
さ
れ
た
付
札
の
類
で
あ
ろ
う
。
「中
寸
」
（中
村
）
の
類
例
と
し

て
は
、
伊
場
遺
跡
出
上
の
墨
書
土
器
に

「中
寸
真
末
呂
」
と
記
さ
れ
た
例
が
あ

る
。
こ
れ
は
地
名
と
も
み
ら
れ
る
が
、
「和
名
類
衆
抄
』
の
郷
名
に
は
な
い
た

め
、
同
遺
跡
報
告
書
で
は
、
郷

（里
）
名
で
は
な
く
、
当
時
の
通
称
地
名
と
考

え
て
い
る
。
「中
寸
」
の
下
に
郷
や
里
の
文
字
が
な
い
の
は
そ
の
た
め
か
も
し

れ
な
い
。

働
も
付
札
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
下
端
が
欠
損
し
て
い
る
。
「赤
坂

郷
」
は
、
『和
名
類
衆
抄
』
に
記
さ
れ
た
遠
江
国
敷
智
郡
の
郷
の

一
つ
で
あ
る
。

い
　
。
「依
調
衛
宗
□
□
□
□大

領

「中
寸
宗
宜
部
里
秦
」

「中
寸
ｏ
宗
宜
部
里
秦

□
□
□
□
□
□

「赤
坂
焔
印
酌
報
√
□

(4)⑥
　
　
　
歳
七
高
田

□
験
左
後
□

０
　
。
「□
□
□
□
□
□
」

〔
百
ヵ
〕

。
「□
郷
□
□
□
　
」

①
　
。
「国
□
□

Ｌ
□
□

い
は
、
表
面
の
上
半
に

「依
調
行
宗
」 □

□
　
□

『石
山
』

（
］
⇔
〇
）
×
釦
Ｐ
×
釦
　
ｏ
〕
Φ

］
∞
Ｐ
×
Ｐ
∞
×
∞
　
０
い
畔

（
牌
Φ
Φ
）
×
∞
Φ
×
『
　
ｏ
Ｐ
Φ

（
枷
Φ
）
×

（
牌
］
）
×
伽
　
ｏ
∞
四

（
Ｐ
Ｏ
μ
）
×
畔
『
×
頓
　
ｏ
〕
Φ

（
『
い
）
×
嗚
卜
×
∞
　
ｏ
∞
岸

μ
ｏ
］
×

（
］
卜
）
×
卜
　
ｏ
∞
μ

Ｇ

じ

×

含

９

×

］

ｏ
曽

の
四
文
字
が
ほ
ぼ
判
読
で
き
た
。
墨
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姓
の

「忍
海
部
」
は
、
字
が
か
す
れ
完
全
に
は
読
み
と
れ
な
い
こ
と
、
伊
場

・

城
山
遺
跡
で
の
類
例
が
今
の
と
こ
ろ
な
い
こ
と
か
ら
、
現
在
な
お
検
討
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ω
①
は
細
片
と
な
っ
た
木
簡
の

一
部
で
あ
り
、
文
字
が
判
読
で
き
な
い
。

０
は
、
上
下
が
久
損
す
る
が
、
文
言
か
ら
考
え
る
と
過
所
木
簡
の
可
能
性
が

あ
る
。
「歳
七
」
は
馬
の
年
齢
を
示
す
表
現
で
、
左
後
に
何
ら
か
の
験

（し
る

し
）
が
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
０
は
、
「郷
」
「百
」
の
二
文

字
だ
け
が
判
読
で
き
た
。

な
お
木
簡
の
内
容
に
つ
い
て
は
現
在
検
討
中
で
、
そ
の
結
果
は
、　
一
九
九
七

年
度
刊
行
の
報
告
書
に
掲
載
す
る
予
定
で
あ
る
。

（鈴
木
敏
則
）
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曲
金
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田
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調
査
期
間
　
　
一
九
九
四
年

（平
６
）
四
月
―

一
九
九
五
年
五
月

発
掘
機
関
　
　
⑪
静
岡
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
所

調
査
担
当
者
　
佐
野
五
十
三

・
及
川
　
司

・
山
中
朝
二

・
小
浮
教
夫

藤
巻
哲
男

・
篠
原
充
男

。
中
尾
欣
司

・
柴
田
　
睦

山
本
真
央

遺
跡
の
種
類
　
古
代
道
路

・
水
田
跡

遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
中
期
後
葉
―

一
二
世
紀

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

曲
金
北
遺
跡
は
、
静
岡
市
街

地
か
ら
東
へ
三
臨
ほ
ど
、
Ｊ
Ｒ

東
静
岡
駅
跡
地
に
広
が
る
遺
跡

で
あ
る
。　
一
九
九
三
年
、
県
民

国
際
プ
ラ
ザ
の
建
設
計
画
が
具

体
化
し
、
遺
跡
の
所
在
の
有
無

を
確
認
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
の
た
め
の
試
掘
調
査
が
同
年

一
二
月
実
施
さ
れ
た
が
、
そ
の
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(静 岡)




